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　2027年2月に神奈川労済として70周年を迎えます。この間活動を支えていただいた数多
くの組合員の皆さま、OBの皆さま、そして役職員の皆さまに心より感謝申し上げます。70年
前はまさに日本が高度経済成長の道のりを歩み始めた頃であり、経済も人口も右肩上がりの
時代でした。しかしながらその後様々な変化の波にのまれ、今日においてはバブルといわれた
時代を挟んでの経済の低成長、人口減少など非常に厳しい局面を迎えています。先を見通すこと
が困難な時代ではありますが、この70年を一つの通過点とし、さらなる未来に向け、ともに支え
あい助け合うという共済の精神を忘れることなく取り組みをすすめてまいります。より一層
のご支援ご協力をお願い申し上げます。

こくみん共済 coop
神奈川推進本部 本部長
北 原 　武

No.294

神奈川県労働者共済生活協同組合（こくみん共済 coop 神奈川推進本部）は、

★コンセプトワード
　70年にわたり築いてきた「たすけあい」。その未来
への継承と感謝の気持ちを込めました。
　「未来へつなぐ」は、過去の実績に甘んじることなく、
次世代に価値を届ける意志。
　「たすけあいの輪」は、共済の本質である相互扶助の
広がりと継続性を象徴。
　「70年の感謝を込めて」は、組合員、協力団体、地域
社会、職員等、多くの支えによって成り立ってきた70
年への感謝。

★周年ロゴ
　70周年の『0』は、協同組合を象徴する7色を用いた
パズルで表現しています。
　このパズルの各ピースは、これまで労済運動をとも
にすすめてきた多くの方々によって築かれた『たすけあ
いの輪』を意味します。さらに、ピースが円形に連なる
ことで、『たすけあいの輪』の広がりと持続性を象徴し
ています。

70周年特設サイトは
こちら

▲

こくみん共済 coop
公式キャラクター
ピットくん

おかげさまで、2027年2月に70周年を迎えます
「たすけあい」の生活協同組合として共済事業を始めてから、

2027年2月に70周年を迎えます。

これまで多くの組合員の皆さまに支えられ、

発展を続けてこられたことに心より感謝申し上げます。

これからも営利を目的としない保障の生協として、

豊かで安心できる暮らしの実現を目指し、

皆さまとともに歩み続けてまいります。

70周年コンセプトワードとロゴのご紹介
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1
掛金は

「全国一律」
共済はたすけあいの仕組み。
地域を問わず、

掛金は全国一律です。

5 対面でも
オンラインでも
相談できて安心
共済金のご請求手続きも
公式アプリで
簡単・安心。

4
持ち家も
賃貸も

持ち家でも賃貸でも
ご加入いただけます。
家財だけのご加入も

可能です。

3 築年数・
使用年数
にかかわらず

大切な
住まいと家財を保障

します。

2
風水害・

地震にも安心
風水害は小さな被害も
大きな被害も実際の
損害額で保障＊。

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相
互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献するこ
とを目的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地また
は勤務地の共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。 1426Z015

神奈川推進本部
（神奈川県労働者共済生活協同組合）

＊契約共済金額が上限となります。

は 5つの安心 で選ばれています。

住まいの保障のご相談は…
住まいの保障の確認や見直しなどをご検討される方は、
所属団体またはこくみん共済 coop にご相談ください。

詳しくはこちら
▼

当会では、住まいる共済のお見積り1件につき100円を被災地で復旧支援活動を行うボランティア
（支援）団体に寄付する取り組みをすすめています。
※寄付は、当会が主体的に実施するものであり、お見積りいただいた方にご負担いただくものではございません。

★あなたのお見積もりが被災地の大きな力に!

自分への備えが、誰かの支えになる。
「住まいる共済」は、

地域社会の安心も高める商品です。

自分への備えが、誰かの支えになる。
「住まいる共済」は、

地域社会の安心も高める商品です。

この機会に
お見積もり
をしてみませんか？

全国から延べ35,700人の職員を派遣し、避
難区分に応じた現場調査や津波エリアの契約
者への請求勧奨など、「最後のお一人まで」を
合言葉に長期にわたる対応を行いました。

東日本大震災から15年

「あの時、あなたは何をしていましたか?」
自然災害の脅威は、時に私たちの力を越えて襲いかかる。
あの日、私たちは大切な人や日常を一瞬で失った。

それから15年－悲しみは消えないけれど、「支え合う心」は、今も私たちの中に
生き続けている。不安に立ちすくむ仲間に、希望の光を届けたい。

心と心を結ぶ共済の輪を、これからも広げていこう。

東日本大震災に対する
こくみん共済 coop の対応

約35万5,000件
約1,289億円
（2021年5月末時点）

共済金・見舞金お支払状況

2011年3月11日　14時46分


